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JSTは、シンクタンク機能、研究開発、産
学連携、次世代人材育成、科学と社会と
の対話など、多岐にわたる事業を通じ
て、持続可能な開発目標（SDGs）の達成
に積極的に貢献していきます。
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数学・数理科学と情報科学をつなぐ新概念・新理論が
社会に大きなインパクトを与えている。
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計測技術や計算機性能が飛躍的に向上し、多種多
様なビッグデータが蓄積されている。これらのデータ
を利用する人工知能技術や情報基盤技術の発展など
に伴い、社会生活を取り巻く環境は大きな変革期を迎
えている。
一方で、現実に起こっている社会的、科学的問題の
解決を目指していく上では、現状の人工知能技術など
では解けない問題が数多く存在することが改めて明ら
かになってきている。そこで最近、期待されているの
が、数学・数理科学分野と情報科学分野、それぞれに
おける知見、アイデア、技術などを連携・融合すること
によって、革新的な技術を生み出そうというアプローチ
だ。実際に、ウエブページ検索精度を向上させたペー
ジランクや、インターネット実用化の根底となるRSA暗
号、プライバシーを侵害することなく情報の収集・利用
を可能にした差分プライバシーなど、数学を活用した

画期的な成果が次々と得られている。
このような背景から、文部科学省が2019年度戦略
目標として打ち出したのが「数理科学と情報科学の連
携・融合による情報活用基盤の創出と社会への展開」
である。この戦略目標の下、約5年半のチーム型研究
で卓越した成果の創出に挑むCREST、若手研究者が
約3年半かけてイノベーションの芽を育てるさきがけ、
そして同じく約3年半で独創的なアイデアを持つ若手
研究者を発掘・育成するACT-Xのそれぞれで、研究領
域が立ち上がった（ACT-Xについては、2018年度戦
略目標「Socie ty5 .0を支える革新的コンピューティン
グ技術の創出」の範囲も包含）。事業の特長を生かし
た研究開発を進めるとともに、領域間の連携や交流に
よる相乗効果を狙う。
3月号特集では、それぞれの研究領域を率いる3人の
研究総括の意気込みや研究領域への期待を紹介する。




